
主催： サラマンカホール

※学生半額（30歳まで）。　※未就学児の入場はご遠慮ください。　
※A席・学生券・車いす席は、サラマンカホールチケットセンターのみの取扱いです。

2017.9/3［日］
16:00開演 （15:30開場）

岐阜市薮田南 5-14-53

＊窓口 9:00～｜電話 10:00～｜インターネット 翌日0:00～

2017

5/18㊍
2017

5/11㊍ 一 般
発 売

サラマンカメイト
先行発売

サラマンカホール 検索
マーサ 21 プレイガイド：058-295-2222　　松栄堂楽器 本店［木曜定休］：058-265-0481　　じゅうろくプラザ：058-262-0150

岐阜県 県有施設利用予約システム
 HP　www.shisetsuyoyaku-gifu.jp

チケットのお求め｜サラマンカホール チケットセンター 

058-277-1110 ［9:00～］

Pコード：329-153
 HP　t.pia.jp
0570-02-9999

Lコード：45318
 HP　l-tike.com
0570-084-004

ギドン・クレーメル（ヴァイオリン） 
Gidon KREMER

ギードレ・ディルヴァナウスカイテ（チェロ）  
Giedre DIRVANAUSKAITE

酒井 茜（ピアノ） 
Akane SAKAI

Program

J.S.バッハ ： 無伴奏ヴァイオリン・パルティータ
　　　　　  第2番ニ短調BWV1004より「シャコンヌ」
J.S. Bach ： “Chaconne” from Violin Partita in D minor for solo violin BWV 1004

シューマン ： ピアノ三重奏曲 第3番 ト短調 作品110
Schumann ： Piano Trio No. 3 in G minor, for violin, cello and piano, Op. 110

ヴァインベルク ： 組曲｢子供のノート｣ 第1巻 作品16 （ピアノ独奏）
Weinberg ： Children's Notebook No. 1 Op.16

ヴァインベルク（クレーメル編） ： 無伴奏ヴァイオリンのための12の前奏曲
　　　　　　　　　　　  （無伴奏チェロのための24の前奏曲Op.100より）

Weinberg ： 12 Preludes from 24 Preludes for cello solo 

※曲目が変更になる場合があります。

全席指定  S 10,000円　A 8,000円 
［サラマンカメイト： S 9,000円　A 7,200円］



客席のご案内

託児サービス ： 0歳～小学生（定員15名）
料　金 1名につき500円
対　象 本公演チケット購入者
お預かり期間 開演15分前から終演まで
申込期限 2017年8月27日（日）

●託児のお申込み・お問合せ：
　サラマンカホール事務室　TEL.058-277-1113

サラマンカメイトのご案内
●チケットの先行販売
●チケットの割引（1公演2枚まで）
●ダイレクトメールによる
　コンサートのご案内
●グッズコーナーでの割引

※お電話（058-277-1110）でもお受けしております。
　入会申込書をご郵送いたします。
※年会費2,000円
※入会申込書は、サラマンカホール チケットセンターに
　ご用意しています。
※年会費の口座振替もご利用ください。

交通アクセス・駐車場

 公共交通機関
●JR岐阜駅（北口）より「岐阜バス」で約20分
●名鉄岐阜駅より「岐阜バス」で約25分　
●JR西岐阜駅（南口）より「西ぎふ・くるくるバス」
　で約12分
●JR東海道本線・名古屋駅から西岐阜駅まで
　約23分

 自　動　車
●JR西岐阜駅から車で約5分（南口タクシー乗り場より約2㎞）
●JR東海道新幹線・岐阜羽島駅および名神高速道路・岐阜
羽島ICより車で約20分　●無料駐車場完備

終演後に西岐阜駅まで無料マイクロバスを
運行します　正面玄関前（北側）から出発します。

リトアニア生まれ。リトアニア音楽アカデミーにてロマナス・アルモナスおよびソンデツキーネ教授に学ぶ。その後数多くの国際コンクールに入賞した。ロストロ

ポーヴィッチ、ゲリンガス、クレーメル、ハーゲン等のマスター・クラスで学んだ後、ロッケンハウス音楽祭に招かれる。そして主宰者であるクレーメルはもとより

ゲリンガスやペルガメンシコフなどとアンサンブルを行った。その後リトアニア国立交響楽団、リトアニア室内管弦楽団、クレメラータ・バルティカ等でソリストとして

活躍した後、クレメラータ・バルティカに入団し現在に至る。また、クレメラティーニ弦楽四重奏団（クレーメル主宰の四重奏団）のメンバーでもあり、長年クレーメル

との確固たる信頼関係の中で共同作業を行っている。

名古屋生まれ。ピアノ教師の母のもと、幼少よりピアノを始める。桐朋女子高等学校音楽科、桐朋学園大学にて三浦みどりに師事。卒業後ベルギーに渡り、ブリュッセル

王立音楽院にてエフゲニー・モギレフスキに師事。ルーヴァン・レメンス音楽院ではアラン・ヴァイスの元、1等賞を得て同大学院課程を卒業。その後、パーヴェル・

ギリロフ、リリア・ジルベルシュタインに師事し研鑽を積む。さらにマルタ・アルゲリッチからは格別の薫陶を受け、その関係は現在も続いている。NPO法人

イエローエンジェル奨学生、文化庁海外派遣新進芸術家研修生に選ばれた。東京交響楽団（大友直人指揮）、シンフォニア・ヴァルソヴィア（ジャン＝ジャック・

カントロフ指揮）、スイス・イタリア語放送管弦楽団（アレクサンダー・ヴェデルニコフ）などと協演。バッハ、ベートーヴェン、ラヴェル、プロコフェフ等、レパートリー

は幅広く、またシマノフスキ、アルカン、マチイエフスキなどの珍しい作品の発掘に力を注ぎ、コンサートで取り上げている。室内楽にも造詣が深く、マルタ・アルゲ

リッチ、ギドン・クレーメル、イヴリー・ギトリスといった巨匠からの信頼が厚い。また堀米ゆず子、木嶋真優、川本嘉子、ニコラス・アンゲリッチ、ボリス・ベレゾフスキー、

エフゲニ・ボジャノフ等、著名な演奏者との共演も多い。また、ラ・フォル・ジュルネ（東京、ナント）、PMF音楽祭（札幌）、ラ・ロック・ダンテロン（フランス）、ショパン

と彼の音楽祭（ワルシャワ、ポーランド）、ルガノ音楽祭（スイス）、別府アルゲリッチ音楽祭など、国内外の音楽祭からの招待も数多い。録音は、ワーナーミュージック、

グラモフォン（ルガノ音楽祭のライヴ）がリリースされており、初のソロCDがキングインターナショナルより2015年8月に発売された。

ラトビアのリガで生まれ、4歳の頃から父と祖父 （ともに優秀なヴァイオリニスト）よりヴァイオリンの手ほどきを受ける。7才でリガの音楽学校に入学。16才でラトビア

国内の音楽コンクールにおいて優勝を果たし、その2年後にはモスクワ音楽院でダヴィド・オイストラフに師事する。1967年にエリザーベト王妃国際コンクールに

入賞すると、1969年にはパガニーニ国際コンクール、1970年にはチャイコフスキー国際コンクールにて相次いで第1位の栄光を獲得した。これらの成功から、

クレーメルの輝かしいキャリアが始まる。やがて同世代の演奏家のなかでもきわめて独創性に富み、魅力的な演奏家である、との彼への評判は世界でも知られる

ようになり、次第にトップ･ヴァイオリニストとしての地位を不動のものにしていった。レパートリーは広範にわたり、古典派、ロマン派などのクラシック・スタンダード

はもとより、ヘンツェ、ベルクやシュトックハウゼンといった20世紀の大作曲家の作品にも取り組んでいる。なかでも自身の出身地であるロシアや東欧の作曲家に

よる作品の発掘や演奏に熱意を傾け、それらの作曲家からも多くの新曲を献呈されている。またシュニトケ、ペルト、カンチェリ、グヴァイドゥーリナ、シルヴェストロフ、

ノーノ、アダムズ、ライマン、ナイマン、アストル・ピアソラなど、まだ世間にはあまり注目されていなかった作曲家も含め、伝統を重んじながらも現代的な解釈も取り

入れた演奏スタイルで、多くの聴衆に数々の知られざる名曲を紹介してきた。クレーメルが音楽家として歩んできた過去30年を振り返っても、現代の作曲家と音楽

ファンとを結びつけてきた彼のソリストとしての功績は特筆すべきものである。レコーディングの数でもクレーメルは突出している。彼はこれまでに120枚を超える

アルバムを制作している。その際立った音楽性と楽曲の解釈は録音においても、また実演においても讃えられており、フランス･ディスク大賞、ドイツ・レコード大賞、

日本レコード・アカデミー賞、エルンスト・フォン・シーメンス音楽賞を受賞、さらに近年にはモスクワの「トリンプ賞2000」、2007年にはドレスデンの「グラスヒュッテ・

オリジナル音楽祭賞」、2008年はストックホルムで「ロルフ・ショック音楽芸術賞」、2011年にはベニスにおいて多くの人に音楽のノーベル賞と目されている「ウナ・

ヴィータ・ネッラ～アルチュール・ルービンシュタイン賞」などの国際的な音楽賞を数多く授与されている。1981年にロッケンハウス（オーストリア）にて親交のある

演奏家とともに「ロッケンハウス室内音楽祭」を創設し30年間音楽祭の発展に尽くした。その後も音楽祭は継続して開催されている。1997年バルト三国から有能な

若い音楽家の育成を目的とし、クレメラータ・バルティカ室内楽団を設立した。以来楽団とともに世界のあらゆる地域でツアーを行ったり、音楽祭に招かれたりして

いる。すでに彼らとのアルバム制作も25枚を超えテルデック、ドイツ・グラモフォン、ECM等から発売され多くの賞を受賞している。ヴァイオリンは1641年製の「ニコラ･

アマティ」を愛用。執筆活動もしており、彼自身の芸術哲学などをテーマにした4冊のドイツ語の著作がある。2016年、第28回高松宮殿下記念世界文化賞を受賞。

Giedre Dirvanauskaite


